
都道府県の情報

都道府県内の総人口
がん死亡者数 (％)
高齢化率h

8,771,242人(2024年7月１日）
26,438人 ( 0.3 ％)(2019年）

27.6％(2020年）

病院名：大阪国際がんセンター
都道府県名： 大阪府

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がん死亡者数のカッコ内は「都道府県内におけるがん死亡者数／都道府県内の総人口」をお書きください。
高齢化率は「都道府県内の６５歳以上人口／都道府県内人口」をお書きください。
上記以外に、都道府県の特徴やお国自慢、所属施設の紹介等、ご自由にお書きください。必要があれば、６枚目のスライドにある白地図をお使いください。



都道府県内のがん患者の状況

がん種 罹患者数 罹患率
（人/１０万人）

死亡者数 死亡率
（人/１０万人）

肺がん 9661人 109.7 5728人 66.3

大腸がん 11094人 125.9 3490人 40.4

胃がん 9417人 106.9 3072人 35.6

乳がん 6921人 78.6 1012人 22.5
（女性）

肝臓がん 3130人 35.5 2118人 24.5

病院名：大阪国際がんセンタ
ー
都道府県名： 大阪府

2019年デー
タ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県内のがんを取り巻く現状について記載してください。
スライドは参考ですので、利用しなくても結構です。



がん診療連携拠点病院の情報
都道府県がん診療連携拠点病院 １施設

・大阪国際がんセンター ５００床

地域がん診療連携拠点病院 １８施設(小児１施設含む)

病院名 大阪国際がんセンタ
ー
都道府県名 大阪府

https://www.pref.osaka.lg.jp/o100070/kenkozukuri/osaka_gan-portal/kyotenlist.html

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

厚労省が指定するがん診療連携拠点病院の情報を記載してください。
可能であれば、がん診療連携拠点病院の病院名や病床数も書き出してください。
数値データはお配りした現況報告を参考にしてください。



https://www.pref.osaka.lg.jp/o100070/kenkozukuri/osaka_gan-portal/kyotenlist.html

※重複して指定を受けている施設はそれぞれ１施設とカウン

大阪府がん診療拠点病院（府独自指定）計48施設

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※
厚労省が指定するがん診療連携拠点病院の情報を記載してください。
可能であれば、がん診療連携拠点病院の病院名や病床数も書き出してください。
数値データはお配りした現況報告を参考にしてください。



2024/4/1現在

（北河内二次医療圏）
国1/府4

◎ 関西医科大学附属病院
○ 松下記念病院
○ 関西医科大学総合医療ｾﾝﾀ
ｰ
○ 美杉会佐藤病院
○ 市立ひらかた病院

(中河内二次医療圏）
国2/府4

◎ 市立東大阪医療ｾﾝﾀｰ
◎ 八尾市立病院
○ 八尾徳洲会総合病院
○ 若草第一病院
○ 石切生喜病院
○ 市立柏原病院

（南河内二次医療圏）
国2/府5

◎ 近畿大学病院
◎ 大阪南医療ｾﾝﾀｰ
○ 済生会富田林病院
○ ＰＬ病院
○ 春秋会城山病院
○ 松原徳洲会病院
● 大阪はびきの医療ｾﾝﾀｰ

（肺がん）

（三島二次医療圏）
国1/府4

◎ 大阪医科大学附属病院
○ 愛仁会高槻病院
○ 北摂総合病院
○ 高槻赤十字病院
○ 第一東和会病院

（大阪市二次医療圏西南ブロック）
国2/府10

◎ 大阪公立大学医学部附属病
院◎ 大阪急性期・総合医療ｾﾝﾀ
ｰ
○ 関西電力病院
○ 日本生命病院
○ 愛仁会千船病院
○ JCHO大阪病院
○ 多根総合病院

○ 済生会泉尾病院
○ 南大阪病院
○ 大阪鉄道病院
○ 東住吉森本病院
○ 大阪市立十三市民病院

（大阪市二次医療圏北東ブロック）
国3/府7

◎◇大阪市立総合医療ｾﾝﾀｰ
◎ 大阪医療ｾﾝﾀｰ
◎ 大阪赤十字病院
○ 北野病院

○ 済生会中津病院
○ 住友病院
○ 淀川キリスト教病院
○ 大阪警察病院
○ 大手前病院
○ 済生会野江病院

（豊能二次医療圏）
国2/府6

◎△大阪大学医学部附属病院
◎ 市立豊中病院
○ 市立池田病院
○ 済生会吹田病院
○ 市立吹田市民病院
○ 済生会千里病院
○ 箕面市立病院
● 大阪刀根山医療ｾﾝﾀｰ

(肺がん)

（堺市二次医療圏）
国2/府3

◎ 堺市立総合医療ｾﾝﾀｰ
◎ 大阪労災病院
○ ベルランド総合病院
○ 耳原総合病院
● 近畿中央呼吸器ｾﾝﾀｰ

(肺がん） （泉州二次医療圏）
国2/府5△ 大阪母子医療ｾﾝﾀｰ

（小児がん）
◎ 市立岸和田市民病院
◎ 和泉市立総合医療ｾﾝﾀｰ
○ 府中病院

○ りんくう総合医療ｾﾝﾀｰ
○ 市立貝塚病院

○ 岸和田徳洲会病院

都道府県：◎大阪国際がんセンタ
ー

66施設 68指定（◎国指定拠点：18 ◇国指定（小児）：1 ○府指定拠点：45 ●府指定（肺がん）：3 △府指定（小児）：2）

大阪府下のがん拠点病院とがん診療ネットワーク協議会



大阪府のがん医療提供体制

国指定 がん診療連携拠点病院 18施設

大阪府指定 大阪府がん診療拠点病院 48施設

平成27（2015）年度より、大阪府がん診療連携
協議会の事務局である大阪国際がんセンター
が中心となり、国指定、府指定のがん診療拠点
病院を相互に訪問し、各施設間における状況
について、意見交換等を実施し、好事例の収集
をしている

がん診療拠点病院等で構成する「大阪府がん
診療連携協議会」や、二次医療圏をもとに設
置する「がん診療ネットワーク協議会」におい
て、がん診療連携体制の充実、緩和ケア研修、
相談支援機能の充実、地域連携の普及促進
を模索している

●がん診療拠点病院

●がん医療連携体制

●拠点病院相互訪問

●大阪府がん診療連携協議会とがん診療ネットワーク協議会

計66施設：全国で最多

＃



都道府県におけるがん医療の特性

病院名：大阪国際がんセンタ
ー
都道府県名：大阪府

男 女

e-Stat 全国がん登録罹患数・率

年齢調整り患率の都道府県順位の推移（上皮内がん除く）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都道府県の保健医療計画やがん対策推進計画を参考に、自県のがん医療の特性を記入してください。
表やグラフを用いたり、スライドを追加していただいても結構です。

例）　
・県西部に人口が集中している
・全国と比較すると胃がんによる死亡率が高い
・がん死亡者の8割が65歳以上の高齢者である
・47都道府県中○番目に死亡率が高い
・二次保健医療圏の平均人口は全国の○倍である
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がんの年齢調整死亡率（全部位、男女計、75歳未満）の推移（大阪府・全国）
1985年モデル人口 2015年モデル人口

出典：国立がん研究センターがん情報サービス・国勢調査に基づく人口推計
方法：年平均変化率はSEER提供のjoinpointソフトウェアを用い算出。

実測値：全国 予測値：全国
実測値：大阪府 予測値：大阪府

実測値：全国 予測値：全国
実測値：大阪府 予測値：大阪府

第4期計画P.9より抜粋

8

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がんの75歳未満年齢調整死亡率は減少傾向にあり、令和３年には、人口10万対71.5（全国67.4、大阪府39位）と低い水準となっています。しかし、年平均変化率は全国を上回り2.3％の減少（全国1.9％の減少）となっています。




年齢調整り患率と死亡率の推移
（全部位、男女計、75歳未満）

出典：大阪府がん登録
モデル人口：2015年

全り患率（上皮内を除
く）
進行がんり患率
（上皮内と限局を除く）

死亡率

第4期計画P.12より抜
粋

9



大阪府におけるがん医療の特性

・がん診療連携拠点病院（国指定18＋府指定48）の数が
全国一多い。

・中核病院(がんセンター、大学病院等)、ハイボリューム
センター、ゲノム医療中核拠点病院等が多数存在する。

・移動時間30分以内で、居住地二次医療圏内のがん拠
点病院に受療可能な体制が整備されている。

・交通網が発達しているため、大阪府内で希望する病院

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各拠点病院間におけるがん治療症例数の格差が大きく　（1か月間の外来化学療法実施件数：国指定で400-2244件, 府指定で24-864件）
→大阪府におけるがん化学療法の現状と課題の部分かと思いますので、事項に移動しました。

・厚労省のホームページ参照し、中核病院という表記に変えました。

・大学医学部の数で数えると、東京は14、大阪は５大学で、全国で2番目でした。
(各大学病院系列の●●センター、●●分院、附属●●病院まで数えると関東の病院が多くなりますが、文科省ホームページの大学医学部数では、上記数になっていました。)
・ハイボリュームセンターについては、膵がんは西日本一、ゲノム医療中核拠点病院数は東京に次いで2番目(愛知と同数)

・施設別がん登録検索システムで抽出すると、大阪府内がん症例数上位20施設はほぼ、大学病院とがんセンター、総合医療センターでした。





都道府県におけるがん化学療法の現状と課題

【現状】
１）がん拠点病院の中でも特にがんセンター、大学病院、地域中核病院に患者が集中す
る傾向がある。
２）国指定と府指定の間で、また国指定拠点病院の中でもがん薬物治療症例数の格差が
大きく、共通の問題点を抽出することが困難である。
‣1か月間の外来化学療法実施件数： 国指定で400-2244件

府指定で24-864件

【課題】
各拠点病院の化学療法に関する問題点やその対応策を提示して頂き、拠点病院全体で
情報交換や対策検討を行う場を設定する。

病院名：大阪国際がんセンタ
ー
都道府県名 ：大阪府

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※　ハイボリュームセンターとは、明確な定義がなく、主に手術(肝胆膵領域)の一定件数以上手術を実施している施設を指すことが多く、他は、高度な治療を実施できる体制をもつ施設をハイボリュームセンターと表記されているところもありますが、明確な基準がありませんので、化学療法における課題としては、表記を変更しました。




研修の概要

[タイトル]
がん薬物療法に関する多職種交流会

[目的]
サブテーマに関する各施設の課題や対策等を情報交換する。

[対象者・人数]
国指定がん診療拠点病院（１８施設）から代表者１～２名に参加頂く。

[目標]
一般的目標（GIO）
国指定がん診療連携拠点病院の代表者が、サブテーマに関して大阪府内のがん拠点病院の現状・問題点
を把握して、問題解決に役立ちそうなアイディアを持ち帰って頂く。

到達目標（SBO）
国指定がん診療連携拠点病院の代表者が、２次医療圏の府指定のがん診療拠点病院と上記の情報を
共有して日常診療に役立てて頂く。



研修の評価

【実施評価】
交流会の間隔、次回の参加メンバーの人数や職種の希望を交流会の最後にアンケートをとる。また、今
回のサブテーマに関する参加者の満足度もアンケートをとる。

【結果評価】
今回のサブテーマに関して、各施設に持ち帰って頂き、役立ちそうな情報やアイディアがあったか、交流
会の最後にアンケートをとる。

【企画評価】 交流会の企画・構成が妥当であったかを、交流会の最後にアンケートをとる。また、次回の
交流会で取り上げてほしいサブテーマをアンケートする。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「効果的な研修の企画」の講義を参考に、各評価について、時期や方法、評価内容について記載してください。

参考）
実施評価：実施経過を振り返り、実施内容の適切性を評価する。実施内容について従事者側と参加者の反応から評価する。
結果評価：到達目標（SBO）を評価する。研修前後の状態を比較してSBOの達成度を評価する。
企画評価：実施評価、結果評価を踏まえ、企画全体の適切性を評価する。



セッション1：がん薬物療法に関する多職種交流会

【学習目標】サブテーマに関して大阪府内のがん拠点病院の現状・問題点
を把握して、問題解決に役ちそうなアイディアを持ち帰って頂く。

【事前準備】2025年1月にオンライン説明会：企画の説明、施設代表者の選出依頼、第１回目のサブテーマ
（irAE)に関するアンケートの依頼

【会場準備】一般的なカンファレンスの準備

【すすめ方】１）アンケートの集計を報告、２先進的な取り組みをしている病院があれば、個別に発表。３）パネルディスカ

ッション、または、全体でのディスカッション？４）当日の交流会に対する評価アンケート、次回のサブテーマのアンケート

【セッションでの留意点】あまり長時間の交流会にならないように資料をコンパクトにまとめる。各施設が共
通に持つ問題点をサブテーマに取り上げて、参加したくなる会を企画する。

日時：2025年5月19～30日のいずれか：16時頃～

場所：大阪国際がんセンターに提出１階講堂
セッティング：一般的なセッティング、プロジェクターなど
担当：大阪府がん診療連携協議会の薬物療法連携協議会、がん看護部会、がん相談支援部
会のスタッフ
用意するもの：事前アンケートに総括資料

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セッション２以降はスライドを複製してください
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